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令和４年度第１回総合教育会議

いわて幼児教育センター

1

幼児教育のあり方について



2

学習指導要領等に示される資質・能力

文部科学省HP「平成29・30・31年改訂学習指導要領改訂の考え方」より



知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

幼

児

教

育

小
学
校

以
上

学びに向かう力・人間性等
（心情、意欲、態度が育つ中で、いかによりよい生活を営むか）

※下に示す資質・能力は例示であり、遊びを通しての総合的な指導を通じて育成される。

・試行錯誤、工夫

・振り返り、次への見通し

・言葉による表現、伝え合い

・他の幼児の考えなどに触れ、新しい考えを
生み出す喜びや楽しさ

・思いやり
・相手の気持ちの受容
・葛藤、自分への向き合い、折り合い

・話合い、目的の共有、協力

・色・形・音等の美しさや面白さに対する感覚

・自然現象や社会現象への関心 等

・安定した情緒 ・自信
・好奇心、探究心

・予想、予測、比較、分類、確認

・多様な動きや芸術表現のための基礎的
な技能の獲得

・様々な気付き、発見の喜び

・規則性、法則性、関連性等の発見

・基本的な生活習慣や生活に必要
な技能の獲得

等

・日常生活に必要な言葉の理解

・自分なりの表現

知識・技能の基礎
（遊びや生活の中で、豊かな体験を通じて、何を感じたり、

何に気付いたり、何が分かったり、何ができるようになるのか）

思考力・判断力・表現力等の基礎
(遊びや生活の中で、気付いたこと、できるようになったことなども使い
ながら、どう考えたり、試したり、工夫したり、表現したりするか)

・身体感覚の育成

遊びを通しての
総合的な指導

・表現する喜び

〈
環

境

を

通

し

て

行

う

教

育

〉

・三つの円の中で例示される資質・能力は、
五つの領域の「ねらい及び内容」及び「幼
児期の終わりまでに育ってほしい姿」から、
主なものを取り出し、便宜的に分けたもの
である。

幼児期に育みたい資質・能力は、小学校以上の教育において育まれる資質・能力の基
礎であり、それらを截然と分けることができないために、遊びを通した総合的な指導
の質が問われる。

3

遊びを通した資質・能力の育成

幼児教育において育みたい資質・能力の整理

文部科学省HP「幼児教育部会における審議の取りまとめ」より

等
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「スタートカリキュラム」を通じて、各教科等の特質に応じた学びにつなぐ

乳
幼
児
期

小
学
校

小学校高学年、中学校、高等学校へ

幼児期の終わり
までに育ってほ
しい姿
（１０の姿）

育みたい
資質・能力

知識及び技能
の基礎

思考力、判断力、
表現力等の基礎

学びに向かう力、
人間性等

知識及び技能
思考力、判断力、
表現力等

学びに向かう力、
人間性等

小学校教育段階
で育成を目指す
資質・能力

資質・能力が育まれた姿＝幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

文部科学省HP「幼児教育部会における審議の取りまとめ」を基に県教育委員会が作成



国の幼児教育関係事業
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文部科学省 令和４年度幼児教育推進体制事業の公募等説明会 資料から



いわて幼児教育センターの具体的な機能について

連携会議

【いわて幼児教育センターの役割】

〇県内の幼児教育推進体制の構築
〇３つの機能を活かした就学前教育の質の向上
・連携会議及び各関係機関との連携・協働により、県全体の就学前
教育の振興に係る推進体制の構築を図る。
・「研修」の体系化及び充実、「訪問支援」による市町村幼児教育
アドバイザーの配置・活用の促進、「調査研究・情報共有」におけ
る調査及び先導的事例等の普及による各市町村における幼児教育推
進体制の構築の促進を図る。

いわて幼児教育センター
○ 幼児教育センター長
○ 指導主事
○ 行政職
〇 幼児教育専門員
★ 各教育事務所（６か所）の指導主事との連携

保健福祉部子ども子育て支援室 ふるさと振興部学事振興課

教育委員会学校教育室

県教育委員会 養成大学等

・ 岩手大学
・ 盛岡大学

各市町村
・教育委員会
・保育行政担当者

知事部局
・ 子ども子育て
支援室

・ 学事振興課

関係団体
・ 国公立幼稚園・こども園協議会
・ 私立幼稚園・認定こども園連合会
・ 社会福祉協議会
・ 医師会
・ 小学校長会

・ 幼児教育アドバイザーの市町村への配置促進
（市町村の要請による、就学前教育施設への訪問）

・ 市町村幼児教育アドバイザーの養成

訪問支援

・ 幼稚園、保育所、認定こども園の連携や小学校との
円滑な接続に資する調査研究・情報共有

・ 幼稚園、保育所、認定こども園の各園における教育実
践についての好事例の収集と情報の共有

調査研究・情報共有

いわて幼児教育センター機能

・ 幼稚園教諭・保育士等に対する就学前教育・保育に
関する研修の把握・調整及び研修機会の拡充

・ 就学前教育及び保育の一体的な研修内容の充実

・ 幼児教育と小学校教育の円滑な接続に資する研修
の充実

研修
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市
町
村

推
進
体
制

各
園

市町村首長部局 市町村教育委員会

Fこども園E幼稚園D保育所C保育所Bこども園A幼稚園

いわて就学前教育振興プログラム～推進体制編～

連携会議



岩
手
で
、
世
界
で
活
躍
す
る
人
材
へ

人
格
形
成
・学
び
の
土
台
と
な
る
乳
幼
児
期
の
教
育

いわて幼児教育センターのミッション
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教諭・保育士等の
専門性の向上

幼稚園・保育所・認定こども園と
小学校との円滑な接続

遊びを通した
資質・能力の育成

幼児期～高校まで一貫した
資質・能力の育成

規則性、関連性の発見（砂、水など物質の特
性、高低差）
手指の巧緻性・目と指の協応
発見の喜び
基本的生活習慣（片付け、手洗い）

知識と経験の結び付き
小学校５年生「流水の働き」
中学校１年生「大地の変化」など

規則性に気付き、関連付け、
防災への理解 など
安心・安全な生活の実現

試行錯誤（イメージの具現化。高い山をつくる、
トンネルを掘る、水を流す）
自己表現、伝え合い

言葉による表現
予測、確認
振り返り

新しい考えを生み出す喜び（イ
ノベーション） など
自己実現による幸福な生活

小学５年生

中学1年生

安定した情緒、葛藤、折り合い
目的の共有、協力（みんなで遊ぶのが楽しい）
対話・想像と創造（コミュニケーションと道徳性）

対話・協同（自己肯定感、満足感など）
思いやり

協同・協働（チーム）
日常生活におけるコミュニケーション など
よりよい生活の形成



本県の就学前教育の振興

各機関の専門性を本県の就学前教育の質の向上に生かす

いわて幼児教育センター

県就学前教育施設
所管部局

市町村教育委員会
及び

市町村首長部局

関係諸団体

幼稚園・保育所・認定こども園 等

小学校

子供が真ん中
みんなの幸せ
（Well-being）
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